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I.緒 言

CS-1170は,1973年 三共株式会社 により開発 された新 し

いセファマ イシン系抗生物質で,従 来の同系薬剤に比 し,

細菌学的,薬 理学的に種々の特長 をもつとされている1,3)。

今 回,わ れわれ は本剤を産婦人科領域における感染症 に

試用 し,認 むべ き成績を得 たのでここに報告 する。

II.対 象症 例 お よび投与 法,検 査法

対象症例は膀胱炎8例(う ち細菌学的に検索 し得た も

の6例),子 宮内膜炎5例(う ち細菌学的に検 索 し得た

もの2例),頸 管炎1例 。手術創感染症1例 の計15例 であ

る。

CS-1170は1回291日1～2回 点滴静注 するの を原

則 としたが。1日191回 静注 した ものもある.投与総量

は10g以 下 の もの7例,20g以 下の もの6例,21g以 上は

2例 であった。

上 記症例につき可能 な限 り投与 前後に菌検索を行 なう

ほか,一 部症例 につ き血液,尿 検 査,肝 お よび腎機能検

査 をも行 なった。

Table 1 Clinical results with CS-1170
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III.治 療 成 績

細菌学的に治療効 果 を判定 し得 た症例8例 の成績 を一

括表示す るとTable1の ごとくであ1,,ま た,臨 床効果の

みを検討 した症例7例 の成 績を一括表示す るとTable2

のご とくである。これを総括す ると,本 剤投与後菌の消失

をみ,細 菌学的に有効であったものは8例 中5例 で,1

例は減少,1例 は不変,他 の1例 では菌交代 が認め られ

た。臨床効果 を検討 した7例 では 自他覚的所見よ りみて

全例が有効 であった(Table1)。 臨床効果は,細 菌 およ

び自他覚 所見の消失 をみた ものを有効,そ の他 を無効 と

して判定 した。

なお,な ん らの副作用 も全例 に認め られなかった。

IV.臨 床検 査 成績

上記症例の うち若干例 につ き血液,尿 な どの諸性状 を

検索 したが,そ の成績 を一括表示す るとTable3,Table

4の ご とくであ る。これを総括す るに本剤投与に より,

血液,尿,肝,腎 機能 にはなん らの影響 を及ぼ さない こ

とが認め られた。

V.総 括 並 びに考按

CS-1170は1973年 三共株式会社 によ り開発 されたセフ

ァマ イシン系の新抗 生物 質 で,細 菌 学的 には β-lacta-

maseに 対す る抵抗性 が強 く,耐 性 大腸菌 を含む β-1ac-

tamase産 生菌 に対 して も強 い抗菌 力を もち,ま た グラ

ム陽性お よび陰性菌 に対 し,す ぐれた抗菌 力を有 し,特

に グラム陰性菌 に対 して従 来のセ ファロスポ リン系薬剤

よりさらに強力な抗菌 力をもち。 さらに従来のペニ シリ

ン系,セ ファ ロスポ リン系抗生物質が無効 な 量ndole(+)

Proteus, Serratia に も強い抗薗 力を示すなど種々の特長

を有す るとされている3)。

また,本 剤は薬理学的に も.筋,静 注で高い血中濃度

が得 られ,代 謝 されずに活性型の まま尿中にすみやかに

排泄 されるほか,毒 性面 では一般毒性 はきわめて弱 く。

腎毒性で もセ ファロリジン,セ ファゾ リンよ りは るかに

少 ないなど多 くの特性 をもつ と報ぜ られている8)。

著者 ちは,本 薬剤 を前述の ごとき産婦 人科感染症に試

用 した結果,細 菌学的に検討 し得 た ものでは膀胱炎は6

例中5例,子 宮内膜炎は2例 中1例 が有効 であった。菌

別ではE. coli 6例 中 の4例, Staphylococcus epidermidis

の1例 に菌 消 失 を認め,E.coliの1例 では 菌 の減 少 を,

また他の1例 では菌交代 を認め, E. coli とStaphylococcus

epidermidis の混合感染例 では菌 の消失 をみ なか った。

また臨床 経過 を追求 して検討 した症例では,勝 胱 炎2

例,術 後創部感染症1例,頸 管炎1例,子 宮内膜炎3例

の全例に有効 であった。

なお。全例 においてなんらの副作用 も認め られず,ま

た前述のご とく臨床検査成績に も投与前後で問題視 され

るような変化はみ られなか った。

以上 を要す るに本剤は臨床使 用上,き わめ て好都合な

Table 2 Clinical results with CS-1170
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Table 3 Clinical laboratory findings (1)

B: before A: after

Table 4 Clinical laboratory findings (2)

B: before A: after

す ぐれた抗生物質 とい うことができよう。

VI.結 論

新 しいセフ ァマ イシ γ系抗 生物質CS-1170を 産婦 人

科領域の感染症に試用 し,細 菌学的,臨 床的 にす ぐれた

効 果 を認め た。 またなんらの副作用 も見出さなか った。

本剤は臨床使用上好都合 なす ぐれた抗生物 質 ということ

がで きる。

本稿の要 旨は第25回 日本化学療法学会 西 日本支部総会

(於岡山市,昭 和52年12月)に 発表 した。
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CS-1170, a new antibiotic with various characteristics, was applied clinically in the field of obstetrics

and gynecology, and following results were obtained.

CS-1170 was administered in 6 cases of cystitis and 2 cases of endometritis , and examinations

were made bacteriologically. Isolated bacteria were 6 cases of E. coli, 1 case of Staphylococcus and 1

case of mixed infection. After total dose of 8•`46 g were administered at 2•`6g daily, bacteria disap-

peared in 5 cases, and decreased in 1 case.

CS-1170 was administered in 2 cases of cystitis, 1 case of cervical canal infection, 1 case of opera-

tion wound infection and 3 cases of endometritis, and examinations were made clinically. Efficacy

of the drug was proven in all cases. No abnormal values were encountered in 7 cases of which blood

tests were made and in 10 cases of which urine tests were performed. Any side effect of the drug was

not noticed throughout all cases.

From the above clinical experience, CS-1170 may be considered to be a useful drug for clinical

application.


